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２月も半ばを過ぎ、まだ寒い日もありますが、春の足

音が少しずつ感じられるようになりました。２月５～７

日、19 日の大雪の影響による登下校時刻の変更の際に

は、急な対応にご協力をいただき、本当にありがとうご

ざいました。また、２月７日の学習参観についても、道

路状況や駐車場のことを鑑み、急遽６年生だけの実施と

させていただきました。楽しみにしておられた保護者の

皆様、本当に申し訳ありませんでした。 

大雪で大人は心配ばかりしていましたが、雪が降って 

大喜びで雪遊びを楽しむ子供たちからは笑顔があふれ、こちらもほっとした気持ちになり

ました。 

これからも子供たちの安全・安心を第一に考え、教育活動を進めていきたいと思います。

引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 

  

 

                                                        

冬になると外で思い切り体を動かすという機会が減ってき

ます。そこで、本校では冬の体力向上のため、なわとび大会

を行っています。２月 12日に校内なわとび大会を実施しまし

た。一人２種目の跳び方を選んで、目標に向かってチャレン

ジしました。 

  今年は、なわとび大会の前に色団ごとの縦割り班で練習を

するチャレンジタイムも設定しました。励まし合ったり、上

級生が下級生に跳ぶこつを教えたりする姿が見られました。なわとび大会では、子供たち

は、体育の時間やチャレンジタイムで練習を重ねた成果を発揮して頑張っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 12 日 

＜休み時間の避難訓練（火災発生時）＞  ２月 13日 

８月には、休憩時の地震・津波発生を想定した避難訓 

練を実施しましたが、今回は、休憩時の火災発生を想定 

して避難訓練を実施しました。前回は、放送を静かに聞 

くことができなかった子供もいたのですが、今回は、静 

かに放送を聞いてから避難場所である体育館へ移動した 

子供が増えました。前回の反省が生かされており、繰り 

返し訓練することの大切さを感じました。 

今後も災害発生時に子供たちが自分で考えて行動でき 

るように指導を重ねていきたいと思います。 

＜１年生の雪遊び＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５、６年 冬の野外活動＞  １月 28日 

 ５、６年生は、「冬の野外活動」で、国立立山青少年自然の家に行ってきまし

た。５年生はクロスカントリーとチューブそり、６年生は雪上運動会とクロスカ

ントリーの活動をしました。あいにくのお天気でしたが、子供たちは、自然の美

しさやすばらしさを味わいながら元気に雪上活動を楽しむことができました。ま

た、友達と協力して活動する中で、友達のよさを見付けたり、励まし合って連帯

感を高めたりすることができました。 

 

 

 

 

＜1年 昔遊び交流会＞   ２月 18日 

 １年生は、生活科の学習で地域の老人クラブの方々と昔の遊びを通して交流しま

した。こまやけん玉、めんこ、お手玉等を一緒にして遊んでもらったり、コツを教

えてもらったりしました。子供たちからは、「楽しかったよ」「教えてもらってう

まくできたよ」と充実感や、満足感を得た声が聞かれました。帰り際、参加してく

ださった方々が「子供たちから元気をもらいました」「楽しかったです」と声をか

けてくださり、どちらにとってもとても楽しい時間となったことが伝わってきまし

た。ご協力ありがとうございました。 

＜道の子「ベルスタート」強化週間＞ 

 ２月 10日～21日に、時間いっぱい学習することや休み時間と 

授業時間の切り替えをしっかり行い、集中力を高めることをねら 

いとして、授業の開始のベル（チャイム）が鳴り終わると同時に 

授業を開始する「ベルスタート」強化週間を行いました。 

掲示や放送でできた学級を紹介することで子供たちの意識も高 

まり、ベルスタートができる学級が増えてきました。 

学習に取り組むよい習慣としてこのまま継続していければと思 

います。 


